
２．排水区域

　　「排水区域は別紙のとおり」

　　（備考）面積　約７，８３３ha（うち処理区域　約７，８３３ha）

３．下水管渠

　　「区域は別紙のとおり」

鹿児島市錦江町

備　考

計画書

鹿児島都市計画下水道の変更（鹿児島市決定）

　鹿児島都市計画下水道鹿児島市公共下水道「２．排水区域」を次のように変更する。

また、同公共下水道「３．下水管渠」において錦江処理場放流渠を廃止する。

錦江処理場放流渠

位　置

廃止

内　訳
起　点 終　点

鹿児島市錦江町

 1
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理 由 

本市の公共下水道事業は、市街地に必要な都市施設として、昭和３３年１月に市中央部の３０

０ｈａについて都市計画決定（鹿児島都市計画下水道）を行い、その後、市街化区域を対象に区域

の拡大を続けている。現在、市街化区域の９３％に当たる約７，８２６ｈａにおいて、汚水と雨水を

別々に排除する分流式で整備を進めており、生活環境の改善、公共用水域の水質保全及び浸水

の防除等を図っている。 

下水道の都市計画決定を行っている区域（以下「排水区域」と言う。）に対する令和４年度末の

整備状況は、汚水については、整備面積７，１１５ｈａで９０．９％の整備率となっており、雨水につ

いては、整備面積５，４２５ｈａで６９．３％の整備率となっている。 

また、「鹿児島都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスター

プラン）」では、「汚水については、市街化区域内において公共下水道の処理区域の拡大を図ると

ともに、普及促進に努める。また、雨水については、市街化区域において公共下水道の整備を進

める。」と位置付けている。 

今回の変更は、公有水面埋立や宅地開発等で市街地整備がなされた区域を追加する。また、

処理場の統廃合に伴い、錦江処理場の放流渠を廃止するものである。 
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変  更  対  照  表 

 

１ ． 下水道の名称 鹿児島市公共下水道 

 

 

２ ． 排水区域 

区分 名   称 面   積 備     考 

前 鹿児島市公共下水道 約７ ， ８ ２ ６ ha う ち処理区域 約７ ， ８ ２ ６ ha 

後 鹿児島市公共下水道 約７ ， ８ ３ ３ ha う ち処理区域 約７ ， ８ ３ ３ ha 

 

 

３ ． 下水管渠 

区

分 
名  称 

位     置 区     域 備 

考 起  点 終  点 管径 延長 

前 
錦江処理場 

放流渠 

鹿児島市 

錦江町 

鹿児島市 

錦江町 

φ1000～ 

φ1400 

 

490m 
廃止 

後 － － － － － 

 

 

 



鹿児島都市計画下水道の変更［市決定］　（汚水・雨水） 別 紙
約７ ， ８ ２ ６ ha

鹿児島市公共下水道 約７ ， ８ ３ ３ ha（ 追加 約７ ha）

① 錦江処理場放流渠
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